





学生 11 名（3 年生 6 名、2 年生 4 名、1 年生 1 名）である。同意を得た後、半構成的面接を行い、得られた
逐語録から分析を行った。その結果、思考の変化では【自己成長 /自己理解】【看護への気付き】【他者理解】
【人間関係への気付き】【日常生活への気付き】の 5 つがあげられ、行動の変化では【自己の行動パターン】【社
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Learning of the Student who participated in off-campus volunteer enterprise.
― The report from the reconstruction assistance volunteer study tour
after the Great East Japan Earthquake.（The second news）―






このような背景を踏まえ我々は、2011 年 3 月11





























■ 　 酒 井  康 江  他
とがきっかけになったのか」「学外ボランティア活動
の進め方」 の以上 3 点である。
データ収集方法






























































参加した 20 名の内、半年後の OB 会（※1）に参加
した学生 11 名（3 年生－6 名、2 年生－4 名、1 年
生－1 名）である。



















































































































































































































































きっかけについては、次項の 2 や 3 で述べる。
2．事業のどのようなことがきっかけになったのか
【現地での体験】が、その後の思考や行動に影




















































藤本美雪 .(2011). いわて GINGA-NET プロジェク
トに引率教員として参加して . 青森保健大学雑
誌 ,12,95-98.
船津衛 .(2006). コミュニケーションと社会心理 . 11,
北樹出版 .












































内海成治 . (2001). ボランティア学のすすめ . 116, 昭
和堂 .


















に対する意識 .日本看護学会誌 ,14(1), 45-50.
文科高第 7. 東北地方太平洋沖地震に伴う学生

















田中雅文．(2011). ボランティア活動とおとなの学び . 
19, 学文社 .
立田慶裕．(2004). 参加して学ぶボランティア . 122,
電算印刷株式会社 .
富澤弥生 .(2012). 被災地の大学における看護学
生によるボランティア活動の実際月刊ナーシン
グ ,32(3),129.
